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GROWDASプロジェクトによる地殻流体・ガス連続観測データ公開の試み
Towards real-time fault monitoring: A real-time gas composition data delivery by GROW-
DAS
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断層の活動把握は地震発生の素過程理解や防災上重要であるが，現在まで観測を元にした確かな断層活動度指標は存在
しない．GROWDASプロジェクトでは断層帯中や周辺の地殻内流体・ガスをモニタリングし地殻変動を検知することを
目的としている．新たに開発された高精度分析装置「GROWDAS」では現在，跡津川断層上に設置され 4He, CH3

+, H2O,
N2, O2, 36Ar, 40Ar, CO2ガスを自動で連続観測を行っている．これらガス濃度変化と地殻変動の関係を明らかにし，断層
の活動性の地殻化学的評価方法の確立を目指す．本プロジェクトで観測された連続データは研究者だけではなく，地震
が起きた際に実際に被害が及び得る一般の方々にも広く公開され認知されるべきであると考え，データ公開を試行中で
ある．

　　GROWDASでは井戸や温泉などから汲み上げた地下水からガスを抽出し，ガス成分の計測が可能である．装置は
主に精製系・分析系・排気系・制御系・電源系の５つのシステムからなり，さらに精製系には加熱系と冷却系が組まれて
いる．ガスの相対濃度は以下の順序で分析される．
１．井戸から汲み上げた地下水は精製系でガス試料が抽出される．この時，冷却系によってガスに含まれる余分な水

蒸気を除去し，乾燥したガス試料を得る．ガス抽出後の地下水は，装置外部へ排出される．
２．精製されたガスは分析系を通じて成分の分析が行われる．分析結果はUSB接続されたパソコンによってモニタリ

ングが可能である．

　　上記ガスの精製から分析までの操作は制御系によるバルブの開閉によって全自動で行われる．得られたデータは
東京大学のデータサーバに送信される．さらにガス濃度データは１日の平均値を計算され，自動でWebサーバに送られ
る．この平均データは現在我々の HPで直近の一ヶ月分をグラフとして表示しており，リアルタイムの変動が確認できる
(http://growdas.com/)．更に誰でもグラフの閲覧・ダウンロードが可能となっている．近い将来，期間を選択してオリジ
ナルデータや解析データ，グラフ等のダウンロードを可能にする予定である．
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